
汚染水対策スケジュール（1/2）

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野

2020/01/３０現在

15 22 29 5 12 19 26 2 9 16 下 上 中 下 前 後

２０１９年６月１３日　実施計画変更申請

２０１９年６月１３日　実施計画変更申請

第三セシウム吸着装置設置コールド試験完了（Ｈ３０．７月）

2019年7月12日運用開始

建屋滞留水処理

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

備　考

中
長
期
課
題

現
場
作
業

現
場
作
業

２月

陸側遮水壁

現
場
作
業

現
場
作
業

【１～４号機滞留水浄化設備】
（実績）
　・【１～４号機】建屋滞留水浄化　運用中

括
　
り

【１，２号機　滞留水移送装置設置】
【３，４号機　滞留水移送装置設置】
（実績）
　・穿孔・地下階干渉物撤去
　・架台・配管・ポンプ設置

　

浄化設備

【高性能多核種除去設備】
（実績・予定）
　・処理運転

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

【既設多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（A・C系統）
　 （Ｂ系統応急復旧による運転11/5～１２/１）
　・処理停止（Ａ・Ｂ・Ｃ系統）
（予定）
　・定例点検のため処理停止
　 （A系統　１/１５～３月中旬
　　Ｂ系統　１２/2～２／６
　　C系統　1/６～2/７）

　

分
野
名

汚
染
水
対
策
分
野

現
場
作
業

（実績・予定）
・未凍結箇所補助工法は2018年9月に完了
・維持管理運転2019年2月21日全域展開完了

　

（実績・予定）
・汚染の拡散状況把握

Ｈ４エリアＮｏ．５
タンクからの漏えい
対策

【サブドレン浄化設備】
（実績）
　・処理運転
（予定）
　・処理運転

【5/6号機サブドレンの復旧】
（実績）
サブドレン設備復旧方針検討
（予定）
サブドレン設備復旧方針検討

現
場
作
業

検
討
・
設
計

【第三セシウム吸着装置】
（実績）
　・処理運転

（予定）
　・処理運転

２０１９年１月２８日　第三セシウム吸着装置使用前検査修了証受領
（原規規発第１９０１２８６号）

【増設多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（A・B・Ｃ系統）

（予定）
　・処理運転（A・B・Ｃ系統）

※処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転または
処理停止
※9/14に使用前検査（除去性能確認）を受検，使用前検査終了証
を受領した2017年10月16日よりホット試験から本格運転へ移
行
（運転状態・除去性能はホット試験中と変わらず）
2017年10月12日付　増設多核種除去設備使用前検査終了証受
領
（原規規発第1710127号）

2016年3月30日　陸側遮水壁の閉合について実施計画変更認可
（原規規発第1603303号）
2016年12月2日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更
認可（原規規発第1612024号）
2017年3月2日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更認
可　（未凍結箇所4箇所の閉合：原規規発第1703023号）
2017年8月15日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更
認可　（未凍結箇所1箇所の閉合：原規規発第1708151号）

サブドレン汲み上げ、運用開始（2015.9.3～）
排水開始（2015.9.14～）

３月 ４月１月

2017年７月２８日　除染装置関連設備撤去の実施計画変更認可
（原規規発第1707283号）
201７年９月２８日　第三セシウム吸着装置設置の実施計画変更
認可（原規規発第1709285号）

１２月

処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

【1～４号機】建屋滞留水浄化 運用中

処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｂ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｃ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

維持管理運転（北側、南側の一部 2017/5/22～ 、海側の一部 2017/11/13～、海側全域･山側の一部 2018/3/14～、山側全域2019/2/21完了）

モニタリング

処理運転

【1、２号機】滞留水移送装置設置

【３、４号機】滞留水移送装置設置

Ａ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

処理運転

Ｃ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ａ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

定例点検のため処理停止

Ｂ系 循環ポンプ不具合対応および定例点検のため処理停止

定例点検のため処理停止

サブドレン設備復旧方法検討

Ａ系 吸着塔不具合のため処理停止

1/2



汚染水対策スケジュール（2/2）

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野

2020/01/３０現在

15 22 29 5 12 19 26 2 9 16 下 上 中 下 前 後

備　考２月括
　
り

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定
分
野
名

３月 ４月１月１２月

4号機海側：2017年10月完了

3号機海側：～2018年7月12日完了

１、２号機海側ヤード：2018年８月～201９年１月

その他海側エリア：2019年3月～2020年3月

３号T/B屋根対策ヤード整備：2019年7月完了

３号T/B屋根ガレキ撤去作業：2019年7月～2020年9月

工事開始(2019年7月29日)
Ｌ型擁壁の据え付け開始(2019年9月23日)
防潮堤設置2020年度上期完了予定
防潮堤Ｌ型擁壁据付　172m/600m(2020年1月24日)

【区分①②】1～3T/B等2019年3月，全67箇所完了
【区分③】２，３R/B外部のハッチ等
　　　　　（2019年3月～2020年3月，15箇所/20箇所完了）
【区分④】１～3R/B扉等
　　　　　（2019年9月～2020年12月，1箇所/14箇所完了）
【区分⑤】１～4Rw/B，4R/B，4T/B
　　　　　（2020年～2022年3月）
着底マウンド造成開始(2019年5月20日)
バラスト水処理開始(2019年5月28日)
内部除染開始(2019年7月16日)

※2月下旬より準備作業開始。3月より着底作業開始予定

２０１８年５月３１日　Ｈ５エリアタンク設置について実施計画認可 （原規
規発第１８０５３１７号）
Ｈ５エリア １，２００m３（３２基）
・Ｈ５使用前検査済み（３２／３２基）

２０１８年８月２３日　Ｈ３，Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置について実施計画認
可　 （原規規発第１８０８２３４号）
Ｈ６（Ⅱ）　1,356m３（２４基）
・Ｈ６（Ⅱ）使用前検査済み（２４／２４基）

2019年2月25日　G6エリアタンク設置について実施計画認可
（原規規発第1902224号）
G6エリア　1330m3（38基）
G6使用前検査済み（３８／３８基）

2016年12月8日　Ｈ3エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

２０１9年８月２日　Ｇ１，Ｇ４南エリアタンク設置について実施
計画認可　 （原規規発第1908024号）
Ｇ4南エリア　1356m3（26基）
Ｇ4南使用前検査済み（０／２６基）

2016年12月8日　Ｈ5エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2018年9月10日　Ｅエリアにおける中低濃度タンクの撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第１８0９１０２号)

2017年10月30日　実施計画変更認可

汚
染
水
対
策
分
野

中
長
期
課
題

2.5m盤の地下水移送

現
場
作
業

（予定・実績）
　・地下水移送（１－２号取水口間）
　（２－３号取水口間）（３－４号取水口間）

（実績）
　　　＜３号機T/B屋根＞
　　　　・11/26　屋上ガレキ吸引開始

２０１9年８月２日　Ｇ１，Ｇ４南エリアタンク設置について実施
計画認可　 （原規規発第1908024号）
Ｇ１エリア　1356m3（66基）
Ｇ１使用前検査済み（18／６６基）

現
場
作
業

設
計
検
討

2017年10月17日
G1エリアにおける高濃度タンクおよび中低濃度タンク撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第1710171号)

2018年7月5日　G4南エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８０７０５３号)

2018年2月14日　Ｈ５北エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１８０２１４１５号)

2015年12月14日　Ｈ４エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１５１２１４８号)

（実績・予定）
　・追加設置検討（タンク配置）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース工事（堰構築）
　・Ｂフランジタンクリプレース工事
　　（タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ５フランジタンクリプレース工事
　　（タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ６フランジタンクリプレース工事
　　（地盤改良、タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ３フランジタンクリプレース工事
　　（－（タンク設置作業待ち））
　・Ｈ５エリアタンク設置
　・Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置
　・G6フランジタンクリプレース工事
　・G6エリアタンク設置
　・Ｇ４南フランジタンクリプレース工事（タンク解体）
　・Ｅフランジタンクリプレース工事（タンク解体準備）
　・Ｇ1横置きタンクリプレース工事（タンク基礎新設）
  ・G１エリアタンク設置
・Ｇ４南エリアタンク設置

処理水受タンク増設

2018年2月14日　Ｈ6北エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１８０２１４１５号)

津波対策

現
場
作
業

○3.11津波対策
・建屋開口部閉止
（実績）閉止箇所数　83箇所／122箇所（1月13日時点）
（予定）外部開口閉塞作業　継続実施

現
場
作
業

○3.11津波対策
・メガフロート移設
（実績）着底マウンド造成:約90％、バラスト水処理:約70％
　　　内部除染作業:約70％（12月13日時点）
（予定）着底マウンド造成・バラスト水処理・内部除染 継続実施
　　　　メガフロート着底作業

現
場
作
業

2016年12月8日　Bエリアにおける中低濃度タンクの撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2016年12月8日　Ｈ6エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

Ｈ４フランジタンクリプレース工事（堰構築）

Ｂフランジタンクリプレース工事（タンク基礎構築、堰構築）

Ｈ５フランジタンクリプレース工事（タンク基礎構築、堰構築）

Ｈ６フランジタンクリプレース工事（基礎構築、堰構築）

Ｈ３フランジタンクリプレース工事（堰構築）

Ｈ５エリアタンク設置

１、２号機海側ヤードエリア (路盤舗装 等）

１～４号機周辺フェーシング

３号機タービン建屋屋根対策

Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置

Ｇ４南フランジタンクリプレース工事（タンク解体）

Ｅフランジタンクリプレース工事（タンク解体準備）

Ｇ1横置きタンクリプレース工事（地盤改良、タンク基礎新設）

G6フランジタンクリプレース（タンク基礎・堰構築）

G6エリアタンク設置

Ｇ1エリアタンク設置

＊最終検査

▼（4,068m3）（3基） ▼（5,424m3）（4基）

【区分③】２，３R/B外部のハッチ等

防潮堤設置

着底マウンド造成

【区分④】１～3R/B扉等

▽（4,068m3）（3基）

最終検査 ＊

バラスト水処理・内部除染

メガフロート着底

最終検査 ＊

▼（2,712m3）（2基） （2,712m3）（2基） ▽

（6,780m3）（5基） ▽

▽（1,536m3）（1基）

（1,536m3）（1基） ▽

（2,712m3）（2基） ▽

Ｇ4南エリアタンク設置
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陸側遮⽔壁設備からのブライン漏洩事象について

2020年1⽉30⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社
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ﾌﾞﾗｲﾝﾀﾝｸ1Aﾀﾝｸﾚﾍﾞﾙ 値

ﾌﾞﾗｲﾝﾀﾝｸ1Bﾀﾝｸﾚﾍﾞﾙ 値

ﾌﾞﾗｲﾝﾀﾝｸ2Aﾀﾝｸﾚﾍﾞﾙ 値

ﾌﾞﾗｲﾝﾀﾝｸ2Bﾀﾝｸﾚﾍﾞﾙ 値

警報⽔位(L値)

ポンプ停⽌⽔位(LL値)

外気温

１．ブラインタンクの⽔位状況
 2019年12⽉26⽇に陸側遮⽔壁ブラインタンクのタンクレベルが低下していることが確認されたことを受け

て、⽬視による調査を実施。
調査の結果、２号機R/B⼭側の6BLK-H1の凍結管1890-6Tからの漏洩が確認されたため、当該凍結管のヘッ

ダー管（送り）のバルブを閉⽌した。
その後⽔位低下が継続したため、1/8までに凍結管やヘッダー管のバルブを閉⽌し、6BLK-H1（凍結管計３

７本）を全体系統（計1568本）から隔離。タンク⽔位はほぼ停滞した。（漏洩量は、合計で16m3程度。）
 調査を継続し1/14に6BLK-H1のうち地上部からの漏洩がないことが確認できた為、地上部の凍結管のみブ

ラインの循環を再開。
更に路下部の凍結管については、詳細調査（加圧試験）を実施し、凍結管3本より新たに漏洩を確認。 1/22

より漏洩が確認されなかった凍結管のブライン循環を再開している。

低下傾向

低下傾向
停滞

ほぼ停滞

1/6 凍結管1890-6T戻り弁閉⽌

1

【ブラインタンク⽔位の経時変化】

1/8 ヘッダー6BLK-H1送り戻り弁閉⽌

1/14 ヘッダー6BLK-H1 地上部の凍結管のみ循環再開
1/22 6BLK-H1 路下部の凍結管のうち、漏洩

が確認されなかった凍結管の循環再開

プラント点検に伴う冷凍機
の⼀部停⽌に伴う上昇

ブライン補充に
より上昇

データ 〜20201/27

12/27  凍結管1890-6T 送り弁閉⽌
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【06BLK-H1 400-6S】

2．陸側遮⽔壁の地中温度の状況
陸側遮⽔壁の地中温度は最も温度の⾼い箇所で、1890-6T送りバルブ停⽌時(12/27) -7.1℃、現在-6.8℃と

なっており陸側遮⽔壁の⽌⽔性能に影響はないと判断している。

【地中温度分布図 1/21 7:００時点】

2

６BLK-H1

表層

中層
下層

-7.1℃

12/27
1890̶6T
送りバルブ閉⽌

データ 〜2020/1/27

-10.5℃

-6.8℃

【地中温度の経時変化】

【地中温度分布図 1/28 7:00時点】

1/27 現在

1/8
6BLK-H1
ヘッダーバルブ閉⽌

ブライン漏洩が確認
された凍結管位置



3

3．現場状況と漏洩箇所

【継⼿からの漏洩状況】

６BLK-H1の凍結管は、路下部と地上部に分かれている（凍結管数 計37本、地上部28本 路
下部９本）。昨年末からの調査の結果、路下部のうち４本の凍結管の継⼿部から漏洩が確認さ
れた(⽬視調査による漏洩確認１本(12/27)、保温材撤去後の詳細調査(加圧試験1/16〜1/17で
実施︔次⾴参照)による漏洩確認３本）。

道路

路下部 地上部地上部

●凍結管
●漏洩が確認された凍結管(12/27)
●漏洩が確認された凍結管(1/16〜17)

６BLK-H1 合計37本

9本 24本4本

18
90

-6
T

18
80

-6
T

18
70

-6
T

18
60

-6
T

漏れているブライン

約
30

m

漏洩箇
所写真

N

＃１
T/B ＃2T/B ＃3T/B ＃4T/B

＃１R/B ＃2R/B ＃3R/B ＃4R/B

【凍結管断⾯図】 【凍結管頭詳細図】

漏洩が確認
された継⼿

【KEY-PLAN】

【６BLK-H1 凍結管配置図】

覆⼯板

【平⾯図】

【断⾯図】

G.L.
l 凍結管
l 漏洩が確認された凍結管(12/27)
l 漏洩が確認された凍結管(1/16〜17)
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【参考】詳細調査（加圧試験）の概要
凍結管上部の保温材を外した後、路下部の凍結管を１本づつ加圧ポンプを⽤いて⼿動で加

圧し、凍結管からの漏洩の有無を確認した。

【加圧試験実施状況】

⼿動
ポンプ

戻

送
送り

ヘッダー管

バルブ
（閉）

継⼿部

バルブ
（閉）

バルブ
（開）

バルブ
（開）

加圧

⼿動ポンプ

ヘッダー管
（送り）

ヘッダー管
（戻り） ホース

パッカー

【加圧試験概要図】

ブ
ラ
イ
ン
配
管

︵
送
り
側
︶

ヘ
ッ
ダ
ー
管
︵
送
り
側
︶

ヘ
ッ
ダ
ー
管
︵
戻
り
側
︶

ブ
ラ
イ
ン
配
管

︵
戻
り
側
︶

凍結管
N

凍結管頭部から加圧

バルブ閉
バルブ開

[平⾯イメージ] [断⾯図]
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4．要因の推定と今後の漏洩箇所への対応

漏洩凍結管
４本

1/20
（⽉）

1/21
（⽕）

1/22
（⽔）

1/23
（⽊）

1/24
（⾦）

1/27
（⽉）

1/28
（⽕）

1/29
（⽔）

1/30
(⽊）

1/31
（⾦）

部材交換

⾬
天
中
⽌

加圧試験

循環による漏洩確認

保温材取付

循環（本運⽤）

ブライン補充 更なる追加ブラインは
２/10〜10m3補充予定

要因推定について
漏洩要因については、漏洩した凍結管が集中していることから、現場の環境や部材の劣化を含
めて今後も調査・検討をしていく。

今後の対応ならびに作業実績
① 漏洩が確認された凍結管4本について、継⼿およびバルブを交換し、再度加圧試験後漏洩の

有無を確認。確認後ブラインを循環する。（循環予定1/31頃）
② ブライン補充については、1/20より10m3補充作業実施。追加で2/10から10m3補充する予

定(合計で20m3補充予定)。ブラインタンク⽔位は190cm程度までに回復する予定。
③ またブラインタンク⽔位ならびに漏洩の監視体制や予備品（部材やブライン等）の準備など

についても今後検討していく。

準備 試験

1m3 5m34m3
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【参考】⽬視調査⽅法について
 ブライン液は薄茶⾊をしていることから、結露の氷等と識別しながら、弁・ホース・凍結管等各結合部

や保温材表⾯、設備下部について、ブラインの滴下や結晶、茶⾊い着⾊の有無を⽬視で確認する。
 路下部については、特に冬季に氷着が⼤きく、即確認できる状況にないため、融氷が必要な状況。冬季

に路下部の氷着が成⻑しないように、今後⽅策を検討する。
 なお、これまでの⺟管フランジ部からの微少漏えい等においても、パトロールにおいて保温継⼿部から

の滴下により、不具合を確認している。

【冬季における路下部の氷着状況】
（写真は7BLK-H3の融氷作業中 ）

【地上部の⽬視調査実施状況】
（5BLK-H4 ）

【融氷後の状況】 【融氷後の⽬視調査実施状況】

【使⽤しているブライン液】
塩化カルシウム溶液

融氷剤等に使⽤されているもの
凍⼟壁での使⽤濃度︔30%
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【参考】ブラインタンク⽔位低下確認後の漏洩箇所の絞り込み（１）
 ブラインのヘッダー管の送り・戻りのブラインの差流量データから絞り込みを⾏う。

流量計（指⽰器）

【流量計設置状況例（3BLK-H3）】

【流量計設置状況図（6BLK-H1）】

ヘッダー管送り側流量計

ヘッダー管戻り側流量計

送り 送り

戻り 戻り
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0-
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【ブライン流量差分データの経時変化（6BLK-H1)】

漏洩が推定される期間

データ 〜2020/1/27
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 各凍結管に設置している測温ポケットの温度データから絞り込みを⾏う。

測温ポケット

温度計

-35

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

'19/10/1 '19/10/29 '19/11/26 '19/12/24 '20/1/21

温
度

[℃
]

1900-6T

1890-6T

1880-6T

1870-6T

1860-6T

1850-6T

1840-6T

戻

【測温ポケット例︔凍結管頭部〜ヘッダー管接続部】

測温ポケット

温度計

漏洩が確認された
凍結管

【漏洩が確認された箇所および周辺凍結管の測温ポケットの経緯変化】

【写真︔測温ポケット例 7BLK-H3】

【参考】ブラインタンク⽔位低下確認後の漏洩箇所の絞り込み（２）

凍結管を通過した
ブラインの温度を

計測する
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【参考】ヘッダー管6BLK-H1  バルブ開閉に関する時系列

⽇程 対応状況
2019/12/26 陸側遮⽔壁のブラインタンク⽔位を確認したところ，

２系統においてタンク⽔位が低下傾向（タンク⽔位-
2cm/⽇）を確認。

2019/12/26〜
27

現場⽬視点検にて漏洩調査を実施したところ，6BLK-
H1 の凍結管1890-6Tで漏洩が確認されたため，凍結
管の送り弁を閉⽌。凍結管からの漏洩が⽌まっている
ことを確認。

2019/12/31〜 再びブラインタンクの⽔位が低下傾向
2020/1/6 漏洩調査を実施。同じ凍結管（1890-6T）から再度漏

洩していることが確認されたため，凍結管の戻り弁を
閉⽌。凍結管からの漏洩が⽌まったことを確認。

2020/1/8 タンク⽔位の低下が継続していたため，6BLK-H1の送
り弁と戻り弁を閉⽌し全体系統から隔離。
タンク⽔位低下が停滞したためタンク⽔位低下の要因
が6BLK-H1であることを確認。

2020/1/9〜11 6BLK-H1の路下部の融氷作実施
2020/1/11〜13 6BLK-H1の凍結管路下部9本＋地上部2本の保温材撤

去を実施。漏えい痕跡なし
2020/1/14 6BLK-H1の路下部の凍結管バルブを閉⽌し系統からの

隔離を実施。
地上部の凍結管のみブラインを再循環。

2020/1/15 ブラインタンク⽔位が維持されたため地上部からの漏
洩はなしと判断し、地上部の凍結管の循環を継続。

2020/1/15〜17 路下部の凍結管の加圧試験実施
⇒路下部に更に3本の凍結管で漏洩していることを確
認

2020/1/20〜22 路下部のうち、漏洩が確認されなかった凍結管につい
て保温材を取付け、ブラインを循環1/22〜。

2020/1/23〜31 漏洩が確認された凍結管4本の部材交換他補修作業を実
施。残った4本についても1/31〜ブラインを循環予定。

ブラインの流れ
凍結管
バルブ

1890-6T
（漏洩箇所）

2020/1/6
凍結管
戻り弁

閉

2019/12/27
凍結管送り弁
閉

ブ
ラ
イ
ン
配
管
︵
送
り
側
︶

ヘ
ッ
ダ
ー
管
︵
送
り
側
︶

ヘ
ッ
ダ
ー
管
︵
戻
り
側
︶

ブ
ラ
イ
ン
配
管
︵
戻
り
側
︶

2020/1/6
凍結管
エア抜き弁
開

N

2020/1/8
ヘッダー管
6BLK-H1
送り弁 閉

2020/1/8
ヘッダー管6BLK-H1

戻り弁 閉

【2019/12/27〜1/8バルブ操作状況】



凍結管全体図
凍結管構造図（詳細）

約30m

【参考】 凍結管の構造と循環中のブラインの流れ

10

送送り
ヘッダー管

戻り
ヘッダー管

バルブ（閉）

継⼿部

ケーシング（φ152.4）

外管（φ114.3）

内管（φ34.0）
漏洩検知器

ブラインの流れ

⽔ガラス

ブライン充填範囲

パッカー

バルブ（閉）

加圧

戻
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【参考】加圧試験時のブライン漏洩状況

加圧試験時のブライン漏洩状況
1870-6T

加圧試験前の状況
1870-6T

漏れているブライン
が広がった範囲
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【参考】今回漏洩箇所周辺写真

漏洩が確認された凍結管位置
（1860〜1890-6T)

1860
1870

18801890
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【参考】陸側遮⽔壁の各ヘッダー分割図

■ 維持管理運転対象全49ヘッダー管（北側11，南側8，東側15，⻄側15）
南側系統(プラント２) ２４ヘッダー（5BLK-H4 〜 11BLK-H4）
北側系統(プラント１) ２５ヘッダー（1BLK〜5BLK-H3、11BLK-H5 〜 13BLK-H3）

(凍結中) 25-6S

13BLK-H1

１2ＢＬＫ－Ｈ5

１2BLK－H4 １2BLK－H3 １2BLK－H2 １2BLK－H1

１1BLK－H7

11BLK－H6 11BLK－H5 11BLK－H4 11BLK－H3

11BLK－H2 11BLK－H1

10
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K－
H1

8B
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－
H3 9B

LK
－

H2

9BLK－H1

8B
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－
H2

8B
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－
H1

7B
LK

－
H4

7BLK－H3
7BLK－H2

7BLK－H1

6BLK－H6
6BLK－H56BLK－H4

6BLK－H36BLK－H26BLK－H1
5BLK－H5

5BLK－H6

5BLK－H45BLK－H35BLK－H25BLK－H1

3B
LK

－
H6

3B
LK

－
H5

3BLK－H4

3B
LK

－
H3

3B
LK

－
H2

2B
LK

－
H1

1B
LK

－
H2

1BLK－H1

13BLK－H3

13BLK－H2

【凡 例】
︓路下部
︓地上部
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【プラント２の詳細系統図】

冷却塔

冷凍機

ブライン供給ライン→

ブライン供給ライン←供給ポンプ

循環ポンプ循環ポンプ ⽔位計

ブラインタンク2A ブラインタンク2B

⽔位計 ブライン循環ライン→

ブライン循環ライン←

冷却ライン

ブライン循環ライン←

ブライン循環ライン→

陸側遮⽔壁設備は以下の設備から構成されている。
（下記に漏洩が確認されたプラント２の詳細系統図を⽰す。）

【参考】 凍⼟プラント系統図
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漏えいが確認された箇所

凍結プラント２ 供給範囲

【参考】陸側遮⽔壁ライン及び凍結プラントの基本配置図

凍結プラント1 供給範囲
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ブライン供給配管
（送り）

運転号機や台数により
タンクからの吸込み量
が均等ではなくなると
推定している。

１Ａ

２Ｂ

２Ａ

【参考】⽔位計パラメータの相違

１Ｂ

：配管架台

ブライン供給配管
（戻り）

タンクの⽚側に配管
が寄っているため各
タンクへの戻り流量
が均等にならないと
推定している。

：鉄塔

：凍結プラント建屋

：廃棄物コンテナ
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２号機タービン建屋北東エリアと周辺サブドレンの⽔位差
における運転上の制限値逸脱について【LCO逸脱事象】

2020年1⽉30⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社
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１．事象概要
 2020/1/28〜29の降⾬の影響を確認するため、建屋各エリアの⽔位トレンドを確認したとこ

ろ、1/29 11:30頃に⽔位計露出エリアである２号機T/B北東エリア⽔位計（2-T4）の指⽰値
が上昇していることを確認。

 同時に、当該建屋の⽐較対象サブドレン⽔位を確認したところ、⽔位差⼩となっている可能
性があることから、現場にて当該エリアの⽔位を実測した。実測結果はT.P.608mm、最も低
いサブドレン⽔位はT.P.443mmであり、⽔位差が確保できていないことから、実施計画第Ⅲ
章第26条の運転上の制限（LCO）を満⾜できないと判断し、13:29 LCO逸脱を判断。

 当該エリアの⽔位トレンドをさかのぼって確認したところ、1/29 5:30より⽔位が上昇してい
ることを確認。5:30時点の周辺サブドレン⽔位を確認したところ、9か所のサブドレン⽔位が
⽔位差⼩にてLCOを満⾜していないことを確認。

 当該エリアについては、2019年10⽉の⼤⾬時に⽔位が形成されたことによりLCO逸脱を宣⾔
したエリアであり、今回1/28〜29の降⾬予報を踏まえ、前⽇の1/27に周辺サブドレン⽔位設
定をT.P.-150mm→T.P.1300mmに変更していたが、サブドレン⽔位上昇が緩やかであったた
め、当該エリアに⽔位形成された際にサブドレン⽔位差⼩に⾄った。

 なお、建屋に貯留する滞留⽔の⽔位はT.P.-1,200mm程度で維持されており、当該エリアの床
⾯T.P.448mmに⽐べて⼗分低いため、建屋に貯留する滞留⽔が流⼊した可能性は低い。

 また、LCO判断後、1/29に当該建屋周辺のサブドレン⽔の放射能濃度を分析した結果は、お
おむね過去の分析結果のオーダーと同等。引き続き、確認していく。



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社
2

２．時系列
◆2020/1/27
 15:00頃 1号機Rw/B、2号機T/B周辺のサブドレン⽔位設定値を変更

（T.P.-150mm → T.P.1,300mm）。

 2020/1/28
 11:23 2019年10⽉の⼤⾬時に⽔位が形成されたエリアの⽔位を実測し、

⽔位が形成されていないことを確認。

 2020/1/29
 11:30頃 ２号機T/B北東エリア⽔位（2-T4）のトレンドを確認し、

指⽰値上昇を確認 。
 13:05 当該エリアの⽔位を実測し、T.P.608mmであることを確認。
 13:29 周辺サブドレンのうち最も低いサブドレン⽔位はT.P.443mmであり、

⽔位差⼩にてＬＣＯ逸脱を判断。
 13:32 １〜４号機の建屋周辺のサブドレンを全台停⽌。
 20:00頃 過去の⽔位トレンドから、1/29 5:30より⽔位が上昇していることを

確認。その時点で9か所のサブドレン⽔位が⽔位差⼩にてLCOを満⾜
していないことを確認。
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３．2号T/B北東エリア⽔位（2-T4）トレンド

サブドレン設定値変更
1/27 15:00
T.P. -150mm → 1,300mm

降⾬時間
1/28 6:00〜1/29 13:00

降⾬時間

 ⽔位設定変更により周辺サブドレン⽔位を上昇させていたものの、上昇しきる前に当該エリ
アに⽔位が形成されたため、LCO逸脱を判断した。

※2号機T/Bの建屋に貯留する滞留⽔エリア（復⽔器エリア）の⽔位は
1/28〜29の降⾬期間中もT.P.-1200程度でほぼ⼀定で制御

・当該⽔位計は通常露出して
おり、⽔位計の最低値を指⽰

・降⾬により⽔位が形成された
ことにより、指⽰値が上昇
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４． 2号T/B北東エリア（2-T4） と周辺サブドレンの位置

1号機 2号機

T/B

R/B

R/B
Rw/B

Rw/B

T/B

×２
×２

×２

×２×２
×２

P

P

P

P ×２
×２

×２

P ×２

×
２
×
２

P

P

滞留⽔エリア（滞留⽔有）

滞留⽔エリア（滞留⽔無）

排⽔完了エリア（⽔有）

2019年10⽉ LCO発⽣箇所

床⾯以下に貯留する残⽔エリア

制御⽤⽔位計

監視⽤⽔位計

滞留⽔移送ポンプ

壁等で区切られたエリア

監視⽤⽔位計（露出）

制御⽤⽔位計（露出）

2-T4

1-W8※1-W5※

2号T/Bの
比較対象
サブドレン

2-T4との水位

差が確保でき
ていなかった
サブドレン

27 26 25

2423

22

21

34

33
1

※2019年10月に水位が形成されたエリア



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 5

５． 今後の対応および原因・対策

 今後の対応
 当該エリアについて、準備が整い次第、排⽔を実施する。
 サブドレン全停に伴い周辺サブドレン⽔位は上昇中であり、今後も監視を継

続して、⽔位差⼩が解消されることを確認する。

 原因
 ⾬⽔の流⼊が原因と考える。

 対策
 現在、検討中。
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【参考】周辺サブドレン⽔の分析結果
 2号T/B北東エリア⽔位が周辺サブドレンとの⽔位差が確保されていない期間があったことか

ら、当該建屋周辺のサブドレン⽔の放射能濃度を分析。
 分析結果から、おおむね過去における分析結果のオーダーと同等であり、建屋滞留⽔の流出

を⽰すような変動ではないと評価。引き続き、周辺サブドレン⽔の放射能濃度を確認してい
く。

サブドレン No. Cs-134 Cs-137

- 過去値オーダー 1/29 過去値オーダー 1/29

1 1E+0～1E+1 6.4 1E+1～1E+2 145

21 1E+0～1E+1 < 4.9 1E+0～1E+1 12

22 1E+0～1E+1 < 4.4 1E+1 31

23 1E+0～1E+1 17 1E+1～1E+3 205

24 1E+1～1E+2 28 1E+2～1E+3 471

25 1E+1～1E+2 21 1E+2～1E+3 406

26 1E+0～1E+2 26 1E+1～1E+3 447

27 1E+0～1E+3 141 1E+1～1E+4 2816

33 1E+0～1E+1 < 4.3 1E+0～1E+2 11

34 1E+0～1E+1 < 6.1 1E+1～1E+2 43
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【参考】1号Rw/B⽔位計エリア⽔位トレンド
 2019年10⽉に⽔位上昇した1号機Rw/B北⻄エリア（1-W5）、 1号機Rw/B南⻄

エリア（1-W8）の⽔位については、今回変動は確認されていない。また、1/29
に実測した際にも⽔位は確認されなかった。

サブドレン設定値変更
1/27 15:00
T.P. -150mm → 1,300mm

降⾬時間
1/28 6:00〜
1/29 13:00

降⾬時間



建屋滞留⽔処理の進捗状況について

2020年1⽉30⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社
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１．建屋滞留⽔処理計画について
 現在、循環注⽔を⾏っている1〜3号機原⼦炉建屋（R/B）、プロセス主建屋（PMB）お

よび⾼温焼却建屋（HTI）以外の建屋の2020年内の最下階床⾯露出に向けて、建屋滞留
⽔処理を進めている。

 4号機については，2019年4⽉下旬から他建屋より先⾏して⽔位低下を進めており，4号
機タービン建屋（T/B）および廃棄物処理建屋（Rw/B）については，地下階床⾯に既設
の滞留⽔移送装置で移送できない残⽔があることが確認されていた。

項⽬＼年⽉ 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

地下⽔位／建屋⽔位

建屋滞留⽔貯留量
１〜４号機建屋及び
集中廃棄物処理建屋

現在

T.P.-1740未満
T.P.-1001号T/Bのみ⽔位低下 約T.P.460

循環注⽔を⾏っている
1~3号機原⼦炉建屋を除く
建屋滞留⽔処理完了

▽

T.P.-1700程度
▽2014年度末 約86,000m3

▽約12,000m3

約6,000m3未満 △

１〜４号機建屋⽔位
地下⽔位

T.P.-400

4号先⾏処理計画

▽約24,000m3
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２．4号機への仮設排⽔設備の設置について

 移送準備が整ったことから，2019年12⽉19⽇より，仮設ポンプによるPMB及びHTIへの移
送を開始し，2020年1⽉17⽇にT/B及びRw/Bの地下１階床⾯が露出したことを確認した。

 今後、床ドレンサンプ等に新たな本設ポンプを設置(2020年夏頃⽬途)し、床⾯露出状態の
維持を計画していく。

 他号機についても、順次仮設ポンプ等を設置し、残⽔を移送していく。

︓残⽔エリア

4号機地下1階平⾯図

P.
N.

︓撮影箇所

4号機タービン建屋地下1階
の床⾯露出状況

4号機廃棄物処理建屋地下1階
の床⾯露出状況

タービン建屋

廃棄物処理建屋

原⼦炉建屋
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【参考】仮設排⽔設備の設置概要

機器名 出⼒ 吐出量 台数 備考

⽔中ﾎﾟﾝﾌﾟ(200V) 5.5kW 36㎥/h 2台 1台/建屋

⽔中ﾎﾟﾝﾌﾟ(100V) 0.48kW 7.2㎥/h 6台 3台/建屋

ポンプ設置イメージ

ウインチ
（架台に固定）

耐圧ホース
（⼆重ホース）

P

P P P

仮設ヘッダー(受け、
漏えい検知器設置)

各建屋
1階床⾯（既存の床⾯開⼝よ
り投⼊）

中間受バスケット

P
P

︓200Vポンプ

︓100Vポンプ

各建屋
地下1階床⾯

既設ヘッダーへ
→

PMB/HTIへ

3号機から

仮設移送ライン
（⼆重耐圧ホース）

仮設ヘッダー(受
けパン，漏えい
検知器設置)

P

P

既設滞留⽔
移送ライン
（PE管）

既設滞留⽔移送装置
ヘッダー
（既設の滞留⽔移送
装置の通常使⽤して
いない空きの接続箇
所に仮設移送ライン
を接続し，PMB/HTI
へ移送する）

地下１階に滞留⽔移送
装置で移送できない滞
留⽔がある箇所

4号機1階平⾯図
Rw/B

T/B

R/B

地下１階に滞
留⽔移送装置
で移送できな
い滞留⽔があ
る箇所

 仮設の移送ラインのルートおよび設備構成は以下の通り

※漏洩防⽌対策を実施しているが、移送作業は有⼈で実施。



【参考】台⾵21号にて⽔位上昇が確認されたエリアについて

4

 台⾵21号による⼤⾬（約160mm/週）時に⽔位上昇が確認された以下のエリアについて、
滞留⽔ではなく⾬⽔の流⼊であると判断したことから、「排⽔完了エリア」として定義し
適切な頻度で⽔位監視を⾏い、⾬⽔の流⼊が確認され、⽔位が確認された場合は、速やか
に排⽔する。

① ②

③

P

滞留⽔エリア（滞留⽔有）

滞留⽔エリア（滞留⽔無）

排⽔完了エリア（⽔有）

LCO発⽣箇所

床⾯以下に貯留する残⽔エリア

制御⽤⽔位計

監視⽤⽔位計

滞留⽔移送ポンプ

壁等で区切られたエリア

監視⽤⽔位計（廃⽌）

制御⽤⽔位計（廃⽌）

※排⽔完了エリアに貯留する残⽔︓本編において「排⽔完了エリアに貯留する残⽔」とは，建屋に貯留する滞留⽔と⽔位が連動しておらず，滞
留⽔を排⽔可能限界レベルまで排⽔したと⽔処理計画ＧＭが判断したエリアの滞留⽔をいう。（実施計画Ⅲ 特定原⼦⼒施設の保安 第１編（１
号炉,２号炉,３号炉及び４号炉に係る保安措置） 第１節 通則 第11条 構成及び定義 より抜粋）

① 1号機廃棄物処理建屋
(Rw/B)北⻄エリア

② 1号機Rw/B南⻄エリア
③ 2号機タービン建屋

(T/B)北東エリア



東京電⼒ホールディングス株式会社

タンク建設進捗状況

2020年1⽉30⽇
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有
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（m

3）

万

ALPS処理水貯槽容量

ALPS処理水保有水量

Sr処理水貯槽容量

Sr処理水保有水量

1-1．タンク容量と貯留⽔量の実績と想定
⽔バランスシミュレーション（サブドレン他強化＋陸側遮⽔壁の効果）

1

実績 想定



1-2．貯留⽔量の想定に⽤いる地下⽔他流⼊量の想定条件と⾄近の実績

⽔バランスシミュレーションの前提条件
 サブドレン＋陸側遮⽔壁の効果を⾒込んだケース

項目＼年月 201６年度 201７年度 201８年度 201９年度 20２０年度

地下水他流入量の推移（a+ｂ）

a．建屋への地下水流入量等

（雨水、その他移送量含む）

b．2.5m盤からの建屋移送量

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

400

300

(m3/日)

200

100

0

0

0

100

100

200

200

300

300

400
(m3/日)

400
(m3/日)

サブドレン水位低下に伴う
地下水ドレンくみ上げ量減

サブドレン水位低下に伴う減

至近４週間（12/26～1/23）の実績
約61m3/日

2



2-1. 溶接タンク建設状況
タンクリプレースによる溶接タンク建設容量の計画と実績は以下の通り（〜2020年3⽉）
溶接タンクの⽉別建設計画と実績 下線 は計画 単位︓千m3

年度 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ ⼩計

2018 4.8 10.5 23.7 13.9 3.6 8.7 19.4 14.4 15.2 12.7 12.3 11.0 150.2

2019 26.9 10.0 31.0 9.1 0 0 11.9 4.0 9.2 4.1 9.5 9.5 125.2

タンク容量の確保計画と実績（全体※1）
計画

（2020.12.31時点）
実績※2

（2020.1.23時点） タンク容量確保⽬標
︓約560m3/⽇(約280m3/⽇※3)
（2020/1/23〜2020/12/31）

［建設・再利⽤合計］タンク総容量 約1,365千m3 約1,173千m3

(約1,270千m3 ※3)

※1︓⽔位計０％以下の容量（約2千m3）及び⽇々の⽔処理に必要なSr処理⽔⽤タンク（約24.7千m3（既設置））を含む
※2︓「福島第⼀原⼦⼒発電所における⾼濃度の放射性物質を含むたまり⽔の貯蔵及び処理の状況について（第436報）」にて計算
※3︓Sr処理⽔⽤タンクからALPS処理⽔⽤タンクとして再利⽤する分（約97千m3（既設置））を含む

3



2-2．タンク進捗状況

4

エリア 全体状況

C・Ｅ フランジタンクの解体作業中。

Ｇ１ 2019/2/27 鋼製横置きタンク撤去完了。

2019/4/1 溶接タンク設置開始。

基礎構築・タンク設置実施中。

Ｇ４南 2018/9/13 フランジタンクの解体作業着手。

2019/3/21 フランジタンク解体・撤去完了。

2019/12/1 溶接タンク設置開始

地盤改良・基礎構築・タンク設置実施中。

G4北・G5 フランジタンクの解体作業準備中。

エリア 申請状況

－ －

１．タンク建設・解体関係

２．実施計画申請関係



5

3 ．フランジ型タンク/溶接型タンクの運⽤状況

 「フランジ型タンク内に貯留している淡⽔を，Sr処理⽔が貯留されていた溶接型タンクを再利⽤し貯留す
る計画」に関する実施計画変更認可に伴い，2019年11⽉26⽇よりフランジ型タンクから溶接型タンクへ
淡⽔の移送を開始し、2019年12⽉24⽇に移送を完了した。

＜ タンク⽔⼀覧 ＞
対象 設備容量 ステータス 処理完了時期

フランジ型
タンク

Sr処理⽔ 残⽔
（約0万m3） 完了 2018年11⽉17⽇

ALPS処理⽔ 残⽔
（約0.01万m3）

完了
（⼀部残⽔処理中） 2019年3⽉27⽇

淡⽔
(⼀時貯留タンク)

約1.2万m3

[12基]
完了

（今後残⽔処理予定） 2019年12⽉24⽇

溶接型
タンク

Sr処理⽔

運⽤タンク
(⼀時貯留タンク)

約2.5万m3

[24基] 運⽤中 －

ALPS処理⽔タンク
として再利⽤予定

約9.7万m3

[93基]
2018年12⽉より
⽔抜き実施中 2020年8⽉頃

ALPS処理⽔ 約114.8万m3

[856基] 貯留中 －

2020.1.23時点



【参考】タンクエリア図

6

実施中エリア

E

G1

G4南

C

G5G4北



4-1．Sr処理⽔タンクからALPS処理⽔タンクへの再利⽤計画について

7

現状の
貯留⽔

⽤途・基数 2020年末
貯留⽔

2020年末
貯蔵容量⽤途 基数

Ｓｒ
処理⽔

再利⽤タンク 93基 ALPS
処理⽔ 約9.7万m3

運⽤タンク 24基 Ｓｒ
処理⽔ 約2.5万m3

2020年12⽉末時点のSr処理⽔タンクの再利⽤計画

 再利⽤計画について
 今後，137万m3のタンク容量確保（2020年12⽉末）に向け，⽔抜きが完了したSr処理⽔タ

ンクをALPS処理⽔タンクへ再利⽤し、2020年3⽉頃からALPS処理⽔を受け⼊れ始める計画
。ALPS処理⽔の受け⼊れにあたり， 2018年10⽉に発⽣した硫化⽔素対策として，タンク底
部の残⽔およびスラッジの回収、底部付近の清掃を実施。

（再利⽤タンク 93基 約9.7万m3）
 なお，タンクの再利⽤（Sr処理⽔⽤タンクからALPS処理⽔⽤タンクへの⽤途変更）について

は，2015年度にSr処理⽔タンクに残⽔（スラッジ含む）※1が残った状態でALPS処理⽔を受
け⼊れる⽅法で実施。

（※1 タンク容量が逼迫し，タンク底部の残⽔処理を⾏わずに受け⼊れを実施したためタンク⽔の告⽰濃度⽐総和は100を超えている。）



4-2．Sr処理⽔タンクの再利⽤⽅法について
 2015年当時の⽅法

Sr処理⽔の排⽔ Sr処理⽔の残⽔・スラッジを残した状態で
ALPS処理⽔を受け⼊れ

Sr処理⽔の残⽔・スラッジと混合
告⽰濃度⽐総和は100超

 今回の受け⼊れ⽅法

ALPS処理⽔

底部残⽔・スラッジ 底部残⽔・スラッジと混合底部残⽔・スラッジ

Sr処理⽔

8

Sr処理⽔の排⽔
及びスラッジ回収と底部清掃 告⽰濃度⽐総和は従来よりも

低く抑えられる

ALPS処理⽔Sr処理⽔

ALPS処理⽔を受け⼊れ

 タンク底部のスラッジ回収・清掃を実施した上でALPS処理⽔を受け⼊れるため、従来の再利⽤よりも告⽰濃度⽐の総和は⼩
さくなるものの、タンク内に残留する放射性物質の影響によりALPS出⼝濃度より⾼くなることが想定されるため、受け⼊れ
後に告⽰濃度⽐への影響を確認していく。

 なお、ALPS処理⽔を環境へ放出する場合には、実測により告⽰濃度⽐総和1を超えることが確認されたものに対して⼆次処
理を実施する⽅針



【参考】ALPS出⼝の放射能濃度について
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※１ NDは検出限界値未満を⽰す
※２ 本データは当社HP「福島第⼀原⼦⼒発電所における⽇々の放射性物質の分析結果」に掲載のデータ
※３ グラフの縦軸は対数⽬盛で⽰しており、1⽬盛毎に10倍となる

 ALPSについては，出⼝の放射能濃度について，告⽰濃度⽐総和１未満を可能な限り満⾜するように運⽤中
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サブドレン他⽔処理施設の運⽤状況等
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1-1．サブドレン他⽔処理施設の概要

1

【集⽔設備】地下⽔のくみ上げ 【浄化設備】くみ上げた地下⽔の浄化 【移送設備】⽔質確認・排⽔

・設備構成

・ピット配置図

︓横引き管
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山側・海側サブドレン（Ｌ値設定）

山側Ｌ値設定 水位（T.P.）［ｍ］ 海側Ｌ値設定 水位（T.P.）［ｍ］

 サブドレンピットNo.30,37,57を復旧し、2018年12⽉26⽇より運転開始。
 ⼭側サブドレンＬ値をT.P.5,064mm から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。

実施期間︓2015年 9⽉17⽇〜、 Ｌ値設定︓2020年1⽉23⽇〜 T.P.-0.15mm で稼働中。
 海側サブドレンＬ値をT.P. 4,064mm から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。

実施期間︓2015年10⽉30⽇〜、 Ｌ値設定︓2020年1⽉23⽇〜 T.P.-0.15 mmで稼働中。
・10⽉25の⼤⾬によるＬＣＯ逸脱対応のため、１Ｒｗ／Ｂおよび２Ｔ／Ｂ付近の⼀部サブドレンピットＬ値をT.P.1300mmに設定し

た。
降⾬による建屋⽔位上昇等を確認しながら、設定値を下げており、他ピットと同様に現在T.P.-0.15mｍで稼働している。
⾄近⼀ヵ⽉あたりの平均汲み上げ量︓約330m3（2019年12⽉27⽇〜2020年1⽉26⽇）

【現在のL値】
No.205︓2020年1⽉23⽇〜 Ｌ値をT.P.450に変更。
No.206︓2020年1⽉23⽇〜 Ｌ値をT.P.0に変更。
No.207︓2020年1⽉23⽇〜 Ｌ値をT.P.0に変更。
No.208︓2020年1⽉23⽇〜 Ｌ値をT.P.450に変更。（1.2号機排気筒解体⼯事との⼲渉が解消されたため、12/6稼働再開）

1-2．サブドレンの運転状況（２４時間運転）

2

⽔
位

（
T.

P.
）

［
ｍ

］

2020/1/27（現在）

※台⾵19号対応として10⽉12〜15⽇の間、⼀時的に全ピットのＬ値をT.P.1400mmに変更した。

※



1-3．⾄近の排⽔実績

3

＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を⽰す。
＊運⽤⽬標の全ベータについては、10⽇に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
＊浄化前⽔質における全ベータ分析については、浄化設備の浄化性能把握のため週⼀回サンプリングを実施。

 サブドレン他浄化設備は､2015年9⽉14⽇に排⽔を開始し､2020年1⽉27⽇までに1199回⽬の排⽔を完
了。

 ⼀時貯⽔タンクの⽔質はいずれも運⽤⽬標（Cs134=1, Cs137=1, 全β＝3, H3＝1,500(Bq/L)）を満⾜し
ている。

排⽔⽇ 1/19 1/21 1/23 1/25 1/27
⼀時貯⽔タンクNo. D E F G H

浄化後
の⽔質
(Bq/L)

試料
採取⽇ 1/14 1/16 1/18 1/20 1/22

Cs-134 ND(0.68) ND(0.81) ND(0.63) ND(0.66) ND(0.67)
Cs-137 ND(0.63) ND(0.68) ND(0.58) ND(0.58) ND(0.71)

全β ND(1.9) ND(0.58) ND(1.9) ND(2.0) ND(2.1)
H-3 1000 1100 1100 1000 1000

排⽔量（m3） 874 820 762 758 734

浄化前
の⽔質
(Bq/L)

試料
採取⽇ 1/12 1/14 1/16 1/18 1/20

Cs-134 ND(10) ND(5.5) ND(5.3) ND(4.9) ND(5.8)
Cs-137 100 100 110 97 83

全β － 300 － － 250
H-3 1200 1200 1200 1200 1200



2-1．１/２号機排気筒周辺トリチウムの濃度上昇への対応

4

 サブドレンの設定⽔位を段階的に下げて運⽤してきたところ、2018年3⽉頃から⼭側サブドレンの⼀部について告⽰濃度限度
（6.0✕104Bq/L）未満であるが、稼働抑制が必要なトリチウム濃度の上昇が確認された。

 1/2号機排気筒を介して地盤へ浸透した⾬⽔がサブドレンによる地下⽔位低下により移流・拡散したものと推定し（1/2号機排
気筒ドレンサンプピットの溢⽔防⽌対策は2016年9⽉に完了）、更なる移流・拡散抑制対策として、濃度が上昇したサブドレ
ンの設定⽔位を⾼くする運⽤を⾏うとともに、1/2号機排気筒周辺の⽔ガラスによる地盤改良を実施し、2019年2⽉に完了し
た。

 その後、サブドレン⽔質の監視を継続しており、排気筒解体⼯事の⼲渉により稼働を停⽌していたSD208は再稼働（12/6~）
した。

トリチウム濃度 [Bq/L]（告⽰濃度限度 6.0✕104Bq/L）
●︓<1✕103 ●︓1✕103〜5✕103

●︓5✕103〜1✕104 ●︓1✕104〜1.5✕104

●︓>1.5✕104

※増強206,207についてはピット切り替え前

206

204
203

8
9

208

17

18

19

20

陸側遮⽔壁

K排⽔路

ドレンサンプピット

2R/B

1R/B
1Rw/B

2Rw/B

FSTR15

16

SFP循環冷却設備

増強206

207

20

増強207

205

※2018のサンプリングデータ（最⼤値）

地盤改良⼯事前の設定⽔位
地盤改良

現状の設定⽔位

サブドレンの設定⽔位（1/27時点）】

T.P.-150mm

T.P.1,000mm

T.P. 0mm

T.P.2,000mm

T.P.4,000mm

T.P.3,000mm

T.P.5,000mm

L設定値

T.P.0mm
T.P.1,150mmSD205 SD206
SD208

SD9 SD8 SD204
T.P.450mm

計測⽔位

SD19SD18SD203

18/11/16完了19/2/6完了

T.P.-150mm

T.P.-1,000mmSD207
T.P.450mm

【稼働状態凡例】
●︓稼働 ●︓短時間稼働 ●︓停⽌



2-2．１/２号機排気筒周辺トリチウムの濃度上昇への対応

5

北側 南側

2018/11/6地盤改良完了2019/2/6地改良完了

（凡例） SD206 L値 △ SD206 H3濃度 （凡例） SD207 L値 ◇ SD207 H3濃度

（凡例） SD205 L値 △ SD205 H3濃度 （凡例） SD208 L値 ◇ SD208 H3濃度

地盤改良が完了したため、設定⽔位を上げて運⽤していたサブドレンの⽔位を段階的に低下させている。
特に地盤改良内側にあるSD206は、9,900Bq/L程度、SD207は600Bq/L程度。
地盤改良外側のSD205は、16,000Bq/L程度まで上昇し、最新値で3,800Bq/L程度。SD208は、6⽉に

5,000Bq/L程度まで上昇が確認された。排気筒解体⼯事の影響で2019年7⽉からサンプリングを中⽌して
いたが、12⽉からサンプリングを再開し、最新値は880Bq/L程度となっている。
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２．汚染⽔発⽣の状況について

参考資料

P2〜３

P４

P５〜17



陸側遮⽔壁 内外の各平均⽔位の推移

1F降⾬ 地下⽔ドレン観測井⽔位 陸側遮⽔壁（⼭側）⼭側⽔位
注⽔井・観測井（⼭側） サブドレン（⼭側） 注⽔井・観測井（海側）
サブドレン（海側） 陸側遮⽔壁（海側）海側⽔位 建屋⽔位（制御⽤⽔位計全平均）
サブドレン設定⽔位（ポンプ稼働下限値）

2

1-1 建屋周辺の地下⽔位の状況

5～6m
黒とピンク

データ︔〜2020/1/27

 陸側遮⽔壁内側エリアの地下⽔位は、年々低下傾向にある。
 2019年10⽉の台⾵19号とその後の低気圧の影響で、地下⽔位が上昇したが、その後⽔位低下と共に、現状⼭側では5〜6ｍの

内外⽔位差となっている。地下⽔ドレン観測井⽔位は、台⾵19号前と⽐較してT.P.約1.6m → T.P.約1.9mまで上昇したものの
現在は約T.P.+1.5mであり降⾬前よりも低下している。（地表⾯ T.P.2.5m）。

LCOに伴う稼働停
⽌による⽔位上昇

データ︔〜2020/1/22

20
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サブドレンくみ上げ量

稼働サブドレンピット数
全サブドレンピット数︓42基（~2018.12.25),45基（2018.12.26〜）

0
250
500
750

1,000
1,250
1,500

'17/4/1 '17/7/1 '17/10/1 '18/1/1 '18/4/1 '18/7/1 '18/10/1 '19/1/1 '19/4/1 '19/7/1 '19/10/1 '20/1/1く
み
上
げ
量
(m
³/
⽇
）

T.P.＋2.5m盤くみ上げ量（ウェルポイント・地下⽔ドレン・くみ上げ⾞両）

地下⽔ドレン ウェルポイント くみ上げ⾞両によるくみ上げ・移送

70.0 117.0 127.5 131.0 128.0 141.5 416.0 12.5 18.0 39.5 0.0 173.5 72.0 131.0 129.0 104.0 170.5 177.5 63.5 29.0 14.0 5.0 8.5 93.0 65.0 115.5 198.0 220.5 64.0 138.0 562.5 50.0 16.0 33.0

528 482 522 497 600 513 567 520 388 326 320 441 315 399 490 402 478 482 447 287 250 192 208 290 283 374 506 691 485 501 758 695 442 319

138 146 174 162 192 168 363 233 81 55 30 103 65 95 124 122 136 108 108 74 45 22 22 41 39 53 95 164 89 97 245 191 74 51

3

1-2 サブドレン・護岸エリアのくみ上げ量の推移
 重層的な汚染⽔対策により、豪⾬時に低下していたサブドレン稼働率は安定しており、地下⽔をくみ上げできている。
 護岸エリア（T.P.+2.5m盤）においては2019年の台⾵19号およびその後の低気圧に伴う豪⾬の影響により、くみ上げ量が最

⼤610m3/⽇程度であったが、2017年の台⾵21号後のくみ上げ量1,100m3/⽇程度と⽐較して少ない状況である。なお、現状
は台⾵前と同程度のくみ上げ量︓約50m3/⽇となっている。

年度平均︓3.8mm 年度平均︓2.7mm

年度平均︓150 年度平均︓80

平均︓

合計

データ︔2020/1/27

年度平均︓120

年度平均︓4.8mm

年度平均︓480 年度平均︓350 年度平均︓520

241 142

第三段階開（8/22）

1,072

平均︓

610

117



2-1 汚染⽔発⽣量の推移

4

 陸側遮⽔壁、サブドレン等の重層的な対策の進捗に伴って、建屋流⼊量・汚染⽔発⽣量共に減少している。
2018年度は降⾬量が少ないこともあり、汚染⽔発⽣量は170m3/⽇で、2015年度の約1/3に低減している。冬期などの降⾬
量が⽐較的少ない時期には150m3/⽇を下回る傾向にある。2019年度の汚染⽔発⽣量は180m3/⽇（4/1〜1/22の平均値）と
なっている。

170 [100] m3/⽇

1,429mm/年度 1,337mm/年度
1,375mm/年度

490 [270] m3/⽇ 400 [200] m3/⽇ 220 [140] m3/⽇

150m3/⽇

997mm/年度

海側遮⽔壁の閉合後、
地下⽔ドレン稼働
（2015.11）

陸側遮⽔壁第⼀段階
フェーズ１（2016.3末）

陸側遮⽔壁第⼀段階
フェーズ2（2016.6上）

サブドレン稼働
（2015.9末）

汚染⽔発⽣量［建屋流⼊量］
180 [120] m3/⽇

データ︔〜1/22まで

⾬量データ︔〜1/26まで

1,463mm/年度

440

220
110

80
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【参考】1-1 地中温度分布図（１号機北側）

︓TP+5.3

︓TP+7.5

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

（温度は1/28 7:00時点のデータ）
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【参考】 1-2 地中温度分布図（１・２号機⻄側）

︓TP+9.6

︓TP+9.9

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

︓TP+10.6

（温度は1/28 7:00時点のデータ）

50-4S︓計器再設置準備中、2⽉下旬に再設置・計測予定
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【参考】 1-3 地中温度分布図（３・４号機⻄側）

︓TP+7.9

▽Co-5D ︓TP+7.5

▽Co8︓TP+5.4

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

（温度は1/28 7:00時点のデータ）

ブライン漏洩が確認され
た凍結管箇所
6BLK-H1 4本
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【参考】 1-4 地中温度分布図（４号機南側）

満潮位相当（TP+2.9）

︓TP+5.4 ︓TP+5.1

︓TP+0.9

▽Co7D︓TP+7.9

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

︓TP+5.1

（温度は1/28 7:00時点のデータ）
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【参考】 1-5 地中温度分布図（３・４号機東側）

︓TP+1.1︓TP+1.0︓TP+1.0

︓TP+1.2︓TP+1.1

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

▽RW27︓TP+2.7

▽RW20︓TP+1.0

（温度は1/28 7:00時点のデータ）
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【参考】 1-6 地中温度分布図（１・２号機東側）

︓TP+2.6︓TP+2.2
▽RW29︓TP+2.6

︓TP+2.6︓TP+2.7

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

▽RW26︓TP+1.0

▽RW31︓TP+3.2

（温度は1/28 7:00時点のデータ）
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【参考】1-7 維持管理運転の状況（1/27 7︓00現在）

※全測温点-5℃以下かつ全測温点平均で地中温度-10℃以下でブライン循環を停⽌。
ブライン停⽌後、測温点のうちいずれか1点で地中温度-2℃以上となった場合はブラインを再循環。
なお、これら基準値は、データを蓄積して⾒直しを⾏っていく。
※6BLK-H1は、漏洩が確認された凍結管4本以外を循環中。1/31に残り4本も循環予定。

■ 維持管理運転対象全49ヘッダー管（北側11，東側15，南側8，⻄側15）のうち、
23ヘッダー管（北側6，東側8，南側5，⻄側4）にてブライン停⽌中。

-凡 例-
︓ブライン停⽌中の区間（凍結管単位を含む）
︓ブライン循環運転中の区間

維持管理運転全⾯展開

(凍結中) 25-6S

13BLK-H1

１2ＢＬＫ－Ｈ5

１2BLK－H4 １2BLK－H3 １2BLK－H2 １2BLK－H1

１1BLK－H7

11BLK－H6 11BLK－H5 11BLK－H4 11BLK－H3

11BLK－H2 11BLK－H1

10
BL

K－
H1

8B
LK

－
H3 9B

LK
－

H2

9BLK－H1

8B
LK

－
H2

8B
LK

－
H1

7B
LK

－
H4

7BLK－H3
7BLK－H2

7BLK－H1

6BLK－H6
6BLK－H56BLK－H4

6BLK－H36BLK－H26BLK－H1
5BLK－H5

5BLK－H6

5BLK－H45BLK－H35BLK－H25BLK－H1

3B
LK

－
H6

3B
LK

－
H5

3BLK－H4

3B
LK

－
H3

3B
LK

－
H2

2B
LK

－
H1

1B
LK

－
H2

1BLK－H1

13BLK－H3

13BLK－H2

⻄側

⻄側１５ヘッダー

南
側
8ヘ
ッダ
ー

北
側
11
ヘ
ッダ
ー

東側１５ヘッダー
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【参考】 2-1 地下⽔位・⽔頭状況（中粒砂岩層 海側）

データ︔〜2020/1/27
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【参考】 2-2 地下⽔位・⽔頭状況（中粒砂岩層 ⼭側①）

データ︔〜2020/1/27
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【参考】 2-3 地下⽔位・⽔頭状況（中粒砂岩層 ⼭側②）

データ︔〜2020/1/27
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【参考】 2-4 地下⽔位・⽔頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層⽔頭 海側）

データ︔〜2020/1/27



【参考】 2-5 地下⽔位・⽔頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層⽔頭 ⼭側）

16データ︔〜2020/1/27
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#1T/B

#1R/B

#2T/B

#2R/B

#3T/B

#3R/B

#4T/B

#4R/B

18

19

32252627
2

23 24

8

9

20

21

3133

34

40

45

51

5222

1

5553

56

20３ 20４

201

202

205

206

207 208

209
210

211

212
213

5859

214

215

A

B C
D

E

RW31

RW1

RW2

RW3

RW11

RW12 RW13
RW14

RW15

RW16
RW17

RW19

RW20

RW21

RW4 RW5 RW6 RW7 RW8 RW9

RW10

RW18

RW22

RW23

RW25

RW26

RW27

RW28

RW29
RW30

RW24

RW32RW33

ウェルポイントウェルポイント
ウェルポイント

ガラス固化壁
ガラス固化壁

ガラス固化壁

海側遮水壁

陸側遮水壁

観測井E

観測井D
観測井B 観測井C

観測井A

#1海水配管
トレンチ

#2海水配管
トレンチA

#2海水配管
トレンチC

#3海水配管
トレンチA

#3海水配管
トレンチC

#4海水配管
トレンチ

Ci-1

Ci-3

Ci-4

Co-1

Co-5D

Co-7D

Co-9

Co-16

Co-2

Co-3D Co-4D

Co-6D

Co-8

Co-10

Co-11

Co-12
(3T-1)

Co-13
(2T-3)Co-14

Co-15

Ci-2

2-60-1 1-8

Ci-5

Co-17

OP10m-A

3-4

1T-4

Ｎ

● 注水井・観測井（山側）
● 注水井・観測井（海側）
● 陸側遮水壁（海側）海側観測井
● 建屋水位
● 陸側遮水壁（山側）山側水位

サブドレン（山側）
サブドレン（海側）

● 地下水ドレン観測井

【参考】サブドレン・注⽔井・地下⽔位観測井位置図

100m
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Ｈ４・Ｈ６エリアタンク漏えいによる汚染の影響調査 

 

①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移 

②地下⽔バイパス調査孔・揚⽔井の放射性物質濃度推移 

③排⽔路の放射性物質濃度推移 

④海⽔の放射性物質濃度推移 

サンプリング箇所 
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（1/3）

1
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10000

100000

1000000

13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

Ｈ４エリア周辺（E-1）

全β H-3
全β（検出限界値） H-3（検出限界値）
Cs-134 Cs-137

Bq/L 2017/6/8～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止
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Ｈ４エリア周辺（E-2）Bq/L

1

10

100

1000

10000

100000

1000000

13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

H4エリア周辺（E-3）全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L
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H4エリア周辺（E-4）Bq/L
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H4エリア周辺（E-6）Bq/L
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13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

H4エリア周辺 （E-5）Bq/L

1

10
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1000

10000

100000

1000000

13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

H4エリア周辺（E-7）Bq/L

2015/12/21～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/月採水

注：下流地点のため2018/4/1より採取を中断している。

注：下流地点のため2018/4/1より採取を中断している。
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（2/3）
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H4エリア周辺（E-8）全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L
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H4エリア周辺（E-9）Bq/L
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H4エリア周辺（E-10）Bq/L
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H4エリア周辺（E-12）Bq/L 2017/1/10～ 汚染土壌回収作業のため採取点廃止

0.1
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H4エリア周辺（E-11）Bq/L 2015/12/21～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止
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H4エリア周辺（E-13）Bq/L
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13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

H4エリア周辺（E-14）Bq/L

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（3/3）
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13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

H4エリア周辺（F-1）
全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L 2017/1/10～ 汚染土壌回収作業のため採取点廃止
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Ｈ６エリア周辺（G-1）Bq/L
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Ｈ６エリア周辺（G-2）Bq/L
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13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

Ｈ６エリア周辺（G-3）Bq/L

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/月採水
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②地下⽔バイパス調査孔・揚⽔井の放射性物質濃度推移（1/2）
　地下⽔バイパス調査孔
【全β】

【トリチウム】
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）

地下水バイパス 調査孔 全β放射能濃度推移

調査孔B 全β

調査孔B 全β検出限界以下

調査孔C 全β

調査孔C 全β検出限界以下
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（
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q/

L
）

地下水バイパス 調査孔 トリチウム濃度推移
調査孔B H-3

調査孔B H-3検出限界以下

調査孔C H-3

調査孔C H-3 検出限界以下
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②地下⽔バイパス調査孔・揚⽔井の放射性物質濃度推移（2/2）
　地下⽔バイパス揚⽔井

  （注）
       揚⽔井No.7︓ 2019/12/5,12,19,26,1/2,9,16,23 ポンプ不具合のため採取中⽌
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揚水井No.6 全β 揚水井No.6 全β検出限界値

揚水井No.7 全β 揚水井No.7 全β検出限界値

揚水井No.8 全β 揚水井No.8 全β検出限界値
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揚水井No.8 H-3 揚水井No.8 H-3検出限界値
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揚水井No.11 H-3 揚水井No.11 H-3検出限界値

揚水井No.12 H-3 揚水井No.12 H-3検出限界値
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13/4/10 13/9/7 14/2/4 14/7/4 14/12/1 15/4/30 15/9/27 16/2/24 16/7/23 16/12/20 17/5/19 17/10/16 18/3/15 18/8/12 19/1/9 19/6/8 19/11/5

放
射

性
物

質
濃

度
(B

q
/
L
) 揚水井No.9 全β 揚水井No.9 全β検出限界値

揚水井No.10 全β 揚水井No.10 全β検出限界値

揚水井No.11 全β 揚水井No.11 全β検出限界値

揚水井No.12 全β 揚水井No.12 全β検出限界値
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③排⽔路の放射性物質濃度推移

（注）
Cs-134,137の検出限界値を見直し（B排水路ふれあい交差点近傍：2016/1/21～、C排水路正門近傍：2016/1/20～）。

1

10

100

1000

10000

100000

13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

B排水路 ふれあい交差点近傍

（B-0-1）

Cs-137 全β

Cs-137（検出限界値） 全β（検出限界値）

Bq/L

1

10

100

1000

10000

100000

13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

C排水路正門近傍

（C-0）Bq/L

注：2016/5/4,8/17荒天のため採水できず。2016/10/5水が無いため採水できず。

2014/3/13～ 1回/週採水

2018/3./31～ 上流地点のため廃止

2014/3/13～ 2回/週採水
2018/3/31～ 上流地点のため廃止

1

10

100

1000

10000

100000

13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

切替C排水路33.5ｍ盤出口

（C-2-1）Bq/L
2014/7/14～ 採水

2017/1/16～ 採取点見直しにより廃止

注：2016/9/30～10/11,13,12/4～8,10～13,17～20水が無いため採水できず。

注：水が無いため採水できない場合がある。至近では2017/10/3～12,11/7～21,28,30,12/5～28,2018/1/2～30,2/1～27,3/1,3/8～20,27,29採水できず。

0.1

1

10

100

1000

10000

13/8/19 14/2/15 14/8/14 15/2/10 15/8/9 16/2/5 16/8/3 17/1/30 17/7/29 18/1/25 18/7/24 19/1/20 19/7/19 20/1/15

Bq/L
C排水路 33.5m盤

Cs-137 全β

Cs-137(検出限界値) 全β(検出限界値)
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④海⽔の放射性物質濃度推移

0.1

1

10

100

13/8/1 14/1/28 14/7/27 15/1/23 15/7/22 16/1/18 16/7/16 17/1/12 17/7/11 18/1/7 18/7/6 19/1/2 19/7/1 19/12/28

南放水口付近

（南放水口から約320ｍ）（T-2）
Cs-134 Cs-137 全β

Cs-134検出限界 Cs-137検出限界 全β検出限界

Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 14/1/28 14/7/27 15/1/23 15/7/22 16/1/18 16/7/16 17/1/12 17/7/11 18/1/7 18/7/6 19/1/2 19/7/1 19/12/28

南放水口付近

（南放水口から約１．３ｋｍ）（T-2-1）Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 14/1/28 14/7/27 15/1/23 15/7/22 16/1/18 16/7/16 17/1/12 17/7/11 18/1/7 18/7/6 19/1/2 19/7/1 19/12/28

5,6号機放水口北側

（北放水口から約３０ｍ）（T-1)Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 14/1/28 14/7/27 15/1/23 15/7/22 16/1/18 16/7/16 17/1/12 17/7/11 18/1/7 18/7/6 19/1/2 19/7/1 19/12/28

北防波堤北側

（T-0-1）Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 14/1/28 14/7/27 15/1/23 15/7/22 16/1/18 16/7/16 17/1/12 17/7/11 18/1/7 18/7/6 19/1/2 19/7/1 19/12/28

港湾口東側

（T-0-2）Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 14/1/28 14/7/27 15/1/23 15/7/22 16/1/18 16/7/16 17/1/12 17/7/11 18/1/7 18/7/6 19/1/2 19/7/1 19/12/28

南防波堤南側

（T-0-3）Bq/L

（注）

南放水口付近： 地下水バイパス排水中に検出限界値を下げて分析したものも表示している。
2016/9/15～ 全βの検出限界値を見直し（20→5Bq/L）。
2017/1/27～ 防波堤補修のため南放水口より約330m南の地点から約280m南の地点へ変更。
2018/3/23～ 階段の本設化に伴い南放水口より約320m南の地点へ変更。

北防波堤北側、港湾口東側、南防波堤南側： 全βの検出が増えたため2015/7 /13は第三者機関においても検出限界値を下げて分析したものも表示している。

注：2016/8/20,21,22,30荒天のため採水できず。

注：2016/8/20-23,28,30,31,9/1,2荒天のため採水できず。2016/9/3～護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。

周辺の河川等の影響を受ける場合がある。
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